
福島県産水産物競争力強化支援事業（一部新規） 

 

１ 趣 旨 

原子力発電所事故による水産物への風評を払拭し、本県水産物の販路を拡大していくため、第三者認証制度（水産エコラベル等）の

活用、高鮮度出荷などの取組により本県水産物のブランド力を強化し、他県産に負けない競争力を付加する。 

 

２ 事 業 内 容 

（１） 認証審査及び認証取得支援事業 

漁業関係団体及び水産加工流通業者が水産エコラベル、ＨＡＣＣＰ認定等を取得するための経費を補助する。 

（２） 県産水産物ブランド力向上促進事業 

ア ブランド強化戦略策定支援事業（新規） 

  県産水産物のブランド強化を進める戦略等の策定に要する経費を支援する。 

イ ブランド強化機器等整備支援事業 

漁業関係団体が行う水産物のブランド強化を図るために必要な機器の整備を支援する。 

    ウ ブランド水産物流通拡大実証試験支援事業（新規） 

      県産水産物のブランド力向上と流通拡大を図る実証試験に要する経費を支援する。 

    エ 新商品開発・ブランド強化促進委託事業 

      加工業者グループから優れた商品開発アイディアを募集し、開発助成金を支給するコンペティションを開催する。 

（３） ブランド水産物等流通支援事業 

ア ブランド水産物等販路確保委託事業 

大手量販店等でブランド水産物等の販売コーナーを一定期間設置し、安全性と美味しさをアピールし販路の回復につなげる。 

イ ブランド水産物等販路確保支援事業 

  アの取組等において、水産関係団体がブランド水産物を流通する際の経費を支援する。 

ウ ブランド水産物等利用拡大補助事業 
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  水産関係団体が企業社食等へブランド水産物を流通する際の経費を支援する。 

（４） ふくしま水産情報発信事業 

    輸入規制の撤廃に向けて県産水産物の正確な情報を海外へ広く発信する。 

（５） 漁業担い手活動支援事業 

    漁業者自らが取り組む市場直売会や６次化商品開発などの活動を支援する。 

 

３ 事業実施主体   （１） 漁業関係団体及び水産加工流通業者          （４） 県 

（２） ア、イ、ウ 漁協、漁連、水産加工組合        （５） 漁協、漁連、水産加工組合 

エ 県 

（３） ア 県 

イ、ウ 漁協、漁連、水産加工組合 

 

４ 予 算 額   ６１５，０００千円 

 

５ 補 助 率   （１） 定額（１０／１０以内）             （４） － 

（２） ア、ウ：定額（１０／１０以内）、イ：５／６以内 （５） 定額（１０／１０以内） 

    エ：－ 

（３） ア：－、イ、ウ：定額（１０／１０以内） 

 

６ 事業実施期間    令和３年度～令和７年度 

 

 

 

 

【担当課：生産流通総室水産課 ０２４－５２１－７３７６、７３７８】  
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令和３年度福島県産水産物競争力強化支援事業
現状と課題

１ 認証審査及び
認証取得支援事業
水産エコラベル、HACCPの取得
に係る経費を支援

【水産エコラベルとは？】
環境に配慮した漁業を
認証する制度
（混獲、乱獲、稚魚の保護等）

海洋管理協議会（MSC）

ブランド水産加工品の開発支援

○首都圏量販店への
常設棚設置（新規10店舗）

２県産水産物ブランド力向上促進事業

【総額】 615,000千円

147,500千円

３ブランド水産物等
流通支援事業

323,500千円

①ブランド水産物等販路確保委託事業

③ブランド水産物等利用拡大補助事業

○企業社食等への県産魚の供
給やＥＣサイト販売を支援

117,000千円４ふくしま水産情報発信事業

YouTube配信

①水産物PRイベント開催支援事業

②ブランド水産物等販路確保支援事業

25,000千円

17,000千円

85,000千円

販路開拓
流通支援

５漁業担い手活動支援
事業

10,000千円

○風評払拭のため、漁業
者自らが取り組む市場直
売会や6次化ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品
等開発の取組を支援

ホッキガイ
加工品例
（左）

18,500千円

○ 県産水産物の安全・安
心情報を発信するが････

220,000千円

②ﾏｽﾒﾃﾞｨｱを利用した情報発信事業

58,500千円

32,000千円

○在日外国人記者の
食べ歩き番組の情報
発信

①ブランド強化戦略策定支援事業 6,200千円
②ブランド強化機器等整備支援事業 50,000千円

○ｺﾝﾍﾟによる加工品
開発競争

③ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ水産物流通拡
大実証試験支援事業

④新商品開発・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ強
化促進委託事業

50,000千円

○活魚出荷の回
復等による価格
up、流通向上効
果の実証試験

41,300千円

イオン鮮魚便設置店舗

社食利用例（左）

○ 量販店等への販路開
拓を進めるが･････

・県産水産物ＣＭやJR等で

のポスター掲示を行ってい
るが、クレームが多く、苦戦

・約１割の消費者が県産水
産物の購入に消極的

※イメージ向上対策が必
要

・流通段階における消費
者と小売業者との認識の
齟齬

・イオン系列以外の量販
店では、県産水産物の
取扱に消極的

※販路と流通の拡大が
必要

○ 競合他産地とのブラン
ド化の遅れ

・競合する北海道、三陸
は震災後にいち早く復旧

・ブランド水産加工品等
の開発が大きく遅延

※他産地に優る積極的
なマ－ケティングが必
要

他産地に負けない
競争力の付加 ふくしま産品に対するイメージの向上

③在日外国人を対象とした
県産水産物ＰＲ事業

○小名浜・原釜魚市場で
のイベント開催

○豊洲市場でのイベント
開催

○著名芸能人
による水産ＣＭ
の放送

ふ
く
し
ま
常
磐
も
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

ＰＲチラシ

○グルメ系情
報誌による水
産物の魅力発
信

ＴＯＫＩＯカツオＣＭ

ブランド力の強化

ＰＲポスター
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